
 

 

令和 6 年（2024 年）7 月 1 日 

各学校の PTA 会長 様 

 

令和６年度豊中市 PTA 連合協議会第 1・2 回総会の議事概要 

 

豊中市 PTA 連合協議会第 1・2 回総会の各議案に関し、下記の通り議決されましたのでご報告い

たします。 

記 

１．開催日時 令和 6 年（2024 年）6 月 22 日（土）19 時～19 時 45 分 

 

２．総会の成立要件について 

議決権を行使することができる代議員の総数 55 名に対し、28 名の出席、15 名の委任状提出

がありましたので総会は成立しております。 

 

３．議案の議決と賛否の内訳 

（１）第 1 回総会第１号議案 令和 6 年度新役員体制について 成立（賛成：43、反対：0） 

 

（２）第 2 回総会第１号議案 令和 6 年度事業計画書について 成立（賛成：43、反対：0） 

 

（３）第 2 回総会第２号議案 令和 6 年度予算について      成立（賛成：43、反対：0） 

〇「周年記念事業お祝い金制度」について 

代議員 「周年事業実施年度が令和 7 年度で、周年事業の準備活動を令和 6 年度に行う場合、こ

の制度に該当するか。また、制度なら細則等はあるのか。」 

役  員 「周年事業実施年度が令和 6 年度であるものに限る。予算が承認後に、役員会で該当年度

の記載等を含めた規程等を作成し、改めて各校 PTA に情報提供する。公平性を保つため、

この制度を 10 年間継続できるよう、次年度役員にも引き継いでいきたい。」 

 

〇「連 P 会費の値下げ・予備費」について 

代議員 「予備費額が約 105 万円と令和 6 年度繰越金約 226 万円を大きく下回るが、連 P 会費の

値下げが影響していて、予算の安定化に問題はないか。」 

役  員 「昨今の繰越金の増加は、コロナ禍のブロック活動の縮小化が一番の理由と考えられる。その

還元として令和 5 年度は学校 PTA 活動助成金制度を実施したが、学校 PTA からの要望や

振込手数料値上げを鑑み、令和 6 年度以降の連 P 会費値下げを提案した。その試算の際



 

には、過去の予備費と繰越金の金額の比較や殆どの項目で執行率が 100％ではない事を参

考として、予算として問題ないと判断した。」 

代議員 「連 P 会費の値下げに関わらず、各校 PTA に有意義な活動を継続いただきたい。」 

役  員 「今後も各校 PTA の期待に応えられるような活動を行いたい。」 

 

〇「役員旅費」について 

代議員 「役員旅費の内容はどのようなものか」 

役  員 「連 P 規程で認められている役員の交通費になる。摘要欄を役員交通費と修正する。」 

 

（４）第 2 回総会第３号議案 会則改正について          成立（賛成：43、反対：0） 

 

以上 

 

豊中市 PTA 連合協議会 

令和 6 年度会長 三間 隆之 

 

[問合せ] 

豊中市 PTA 連合協議会 PTA 事務局（社会教育課内） 

担当：佐々本、北田 

電話：6858-2582 

FAX：6846-9649 

Mail：shakaikyouiku@city.toyonaka.osaka.jp 



役　　員　　名 名　　前 所 属 校 名

会長 三間　隆之
ミマ　　　　　　　　タカユキ

庄内さくら学園

（副会長兼）会長代行 福永　康弘
フクナガ　　　　　　ヤスヒロ

三中

（副会長兼）会長代行 藤澤　一人
フジサワ　　　　　カズト

十四中

（副会長兼）書記 尾川　健次
オガワ　　　　　　　ケンジ

豊南

（副会長兼）会計 中村　礼子
ナカムラ　　　　　　レイコ

東丘

副会長 枝川　右
エダガワ　　　　　　ユウ

西丘

副会長 片岡　伸元
カタオカ　　　　　　ノブユキ

東豊台

副会長 菅野　クリスティーナ
スガノ

北緑丘

副会長 吉野　晋一朗
ヨシノ　　　　　　　シンイチロウ

十六中

副会長 窪田　陽平
クボタ　　　　　　　ヨウヘイ

北条

副会長 寳積　愛子
ホウセキ　　　　　　アイコ

原田

副会長 小泉　知也
コイズミ　　　　　　トモヤ

箕輪

顧問　　　 中村　正治
ナカムラ　　　　　　マサハル

大池

顧問　　　 岩田　篤志
イワタ　　　　　　　アツシ

十四中

会計監査 内田　利行
ウチダ　　　　　　　トシユキ

千成

会計監査 北之坊　幸子
キタノボウ　　　　　　　　サチコ

五中

令和６年度（2024年度）豊中市ＰＴＡ連合協議会役員一覧

事務局　豊中市教育委員会事務局　社会教育課　担当　佐々本・北田



令和６年度スローガン「豊中っ子の笑顔のために　みんなが参加しやすい活動を」

総会・役員会等会議 ブロック協議会活動 活動 日本・大阪府ＰＴＡ協議会等 連携団体等

４月 新役員説明会 （16日） （研究大会・スポーツ大会） 府P事務局担当者会議（26日）

※開催等は未定

５月 第１回役員会（21日） ◎豊中市教育委員会

◎豊中市小・中・義務教育学校校長会

６月 第１・２回総会（22日） 府PTA総会（15日） ◎その他諸団体

７月 第２回役員会 〇〇〇部研究大会（未定） 豊能Ｐ協議会 ・大阪府PTA協議会

〇〇部研究大会（未定） ・子どもの進路を保障する会

・青少年健全育成協議会

８月 日本ＰTA研究大会 （23・24日） ・安全なまちづくり推進協議会

９月 第３回役員会 市町村ＰＴＡ会長連絡会 ・「交通事故をなくす運動」推進協議会

子どもの進路を保障する会 ・人権啓発市民ネットワーク会議

１０月 〇〇〇部スポーツ大会（未定） ・食育推進協議会

１１月 第４回役員会 近畿PTA研究大会「滋賀びわこ」（9日） ・まちを美しくする運動連絡会議

市長タウンミーティング 〇〇部スポーツ大会（未定） ・社会を明るくする運動実施委員会

・通学路交通安全推進協議会

１２月 第５回役員会 市町村ＰＴＡ会長連絡会 ・いじめ問題対策協議会

・教育振興計画策定委員会

１月 第６回役員会 府Ｐ研究大会（ 18日） ・特別職報酬等審議会

２月 PTA大会（1日） 豊能P小・中部会

市町村ＰＴＡ会長連絡会

３月 第７回役員会 引継ぎ会（書面）

第３回総会

４月 新役員説明会

令和６年度事業計画



収入の部 （単位：円）

項    目 　予算額　

 前年度繰越金 2,264,032
 会　　　　費 1,279,280
保険　負担金 756,000
 補　 助 　金 450,000
 助　 成 　金 161,755
 雑　 収 　入 25

合    計 4,911,092
支出の部 （単位：円）

項　目 　予算額

 活　 動 　費 1,350,000 協議会活動費　@15,000×55校 825,000

（ ブロック別研究・スポーツ大会費等）

周年記念事業お祝い金制度　＠50,000×10校 500,000

 日Pおよび近畿P研究大会参加費　 25,000

 ＰＴＡ大会費 600,000 会場使用料、舞台運営WEB委託料、謝礼等 600,000

保　 険　 料 700,000 傷害保険料 650,000

賠償責任保険料 50,000

見　 舞　 金 80,000 入院・通院@10,000×3件+通院@3,000×10件 80,000

 負　 担 　金 860,000 大阪府PTA協議会分担金 800,000

進路保障の会負担金  @1,000×55校 55,000

社会福祉協議会賛助金 5,000

システム費 100,000 ホームページ運営管理費、修正費 50,000

ズームIDライセンス費 50,000

旅　　　 費 50,000 役員交通費 50,000

 印　 刷 　費 20,000 チラシ等 20,000

 事   務   費 50,000 振込手数料、事務用品、通信費など 50,000

 会   議   費 50,000 会場借上料 など 50,000

 予   備   費 1,051,092 予備費 1,051,092

合　　計 4,911,092

【安全互助制度・基金】収入の部
項　　目 予算額　（円）

前年度繰越金 2,075,959  繰越金

雑　収　入 20  預金利息等

計 2,075,979

【安全互助制度・基金】支出の部
項　　目 予算額　（円）
なし

計 0
予期せぬ大規模事故による安全互助制度の支出に備えるもの
　　　　　　　摘　　　　　　　　　要

令和６年度（2024年度）豊中市ＰＴＡ連合協議会　予算

　　　　　　　摘　　　　　　　　　要

摘　　　　　　　　　要

　　　　　　　摘　　　　　　　　　要

預金利息等

繰越金

（ @40×児童生徒数31,982人）

豊中市補助金

大阪府PTA協議会助成金

 @63×12,000口（世帯数11,200＋教職員数800）



豊中市ＰＴＡ連合協議会 会則 （参考：青部分） 

第１章 名  称 

第１条 本会は豊中市ＰＴＡ連合協議会と称する。 

 

第２章 事 務 局 

第２条 本会の事務局は豊中市教育委員会事務局社会教育課内におく。 

 

第３章 目  的 

第３条 本会の目的は次のとおりとする。 

 (1) 本会に所属する単位ＰＴＡ相互の連絡調整を図り、単位ＰＴＡ並びに豊中市ＰＴＡ全体の

健全なる発展に寄与する。 

 (2) 豊中市立学校並びに地域社会の教育環境の向上に努める。 

 (3) 教育問題について、本会に所属する単位ＰＴＡの会員の関心を深めると同時に、家庭教育

の振興を図る。 

 

第４章 方  針 

第４条 本会は次の方針に基づいて活動する。 

 (1) 単位ＰＴＡの自主活動を尊重し、相互の啓発と親善を図る。 

 (2) 本会は教育を本旨とする自主独立のものであって、他の団体からの支配、統制、干渉を受

けない。 

 (3) 本会は特定の政党や宗教に偏ることなく、また、営利を目的とする行為は行わない。 

 

第５章 活  動 

第５条 本会は第３条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

 (1)会議や研修等の活動によってＰＴＡ会員に研修と相互研鑽の機会を設けるとともに、相互の

親睦を深める。 

 (2) 単位ＰＴＡが抱える広域的な問題等について協議し、関連する団体や機関と懇談等を行い、

その解決に努める。 

 (3) 国や自治体に働きかけ、学校教育の充実並びに地域教育環境の整備充実を図る。 

 (4) 青少年の教育と福祉のために活動する団体及び機関と協力する。 

 (5) 各種調査研究、情報交換、また資料作成とその提供を行う。 

 (6) その他、目的達成のために必要な活動を行う。 

 

第６章 構  成 

第６条 本会は豊中市立小学校、中学校、義務教育学校のＰＴＡをもって構成する。 

第７条 各単位ＰＴＡは本会の目的達成のため互いに努力するものとする。 



第７章 代 議 員 

第８条 本会は所属する単位ＰＴＡの会長を代議員とし、総会を構成する。 

第９条 代議員の任期は毎年５月１日から翌年４月末日に至る１年間とする。ただし、各単位Ｐ

ＴＡにおいて新年度代議員が選出されるまでは、その任にあたる。 

 

第８章 役員・顧問 

第１０条 本会は次の役員をおく。 

 (1) 会長       １名 

 (2) 副会長兼会長代行 ２名 

 (3) 副会長兼書記   １名 

 (4) 副会長兼会計   １名 

 (5) 副会長      ７名＋若干名 

第１１条 役員の任務は次のとおりとする。 

 (1) 会長は本会を代表して会務を統括する。ただし、本会の代表権及び常務の一部について、

会長の選任する役員にその処理を委任することができる。また会長は、総会、役員会を招集

し、各協議会、各種会合や事業の報告を受ける。 

 (2) 会長代行は会長を補佐し、会長に事故ある時は代理を務める。また、会長代行２名はそれ

ぞれブロック協議会担当副会長、委員会担当副会長とする。 

 (3) 書記は本会の議事並びに本会の活動に関する事項を記録、保管する。 

 (4) 会計は本会の会計事務にあたり、総会において会計報告を行う。 

第１２条 本会は前年度の役員の中より若干名の顧問をおくことができる。 

第１３条 役員並びに顧問の任期は、毎年５月１日から翌年４月末日に至る１年間とする。ただ

し、新年度役員並びに顧問が選出されるまでは、その任にあたる。 

 

第９章 役員・会計監査委員の選出 

第１４条 本会の役員・会計監査委員の選出は次の方法によって行う。 

 (1) 各ブロック協議会においてブロック長及び副ブロック長を互選する。 

 (2) 各ブロック長及び副ブロック長に前年度役員若干名を加えて役員選出委員会を構成し、役

員を互選する。ただし、委員長には前年度会長があたる。 

 (3) 役員選出委員会において、単位ＰＴＡの会長または副会長の中から副会長若干名と会計監

査委員２名を推薦、指名する。 

 (4) 副会長並びに会計監査委員は、役員選出委員会の推薦を受けて会長が委嘱する。 

 (5) 役員並びに会計監査委員は総会において承認される。 

 (6) ただし、推薦が困難な場合はこの限りではない。 

 

第１０章 会議及び組織 

第１５条 本会はその目的達成のために次の会議及び組織を設置する。 

 (1) 総会 

 (2) 役員会 



 (3) 協議会 

 

第１１章 総  会 

第１６条 総会は本会の最高議決機関であり、代議員たる単位ＰＴＡ会長をもって構成し、参集

のほか、書面や電磁的記録等で開催することができる。 

第１７条 総会は定時総会と臨時総会とし、会長が招集する。 

 (1) 定時総会 

  定時総会は毎年３回開催し、役員・会計監査委員の承認、活動計画・予算案の承認、活動報

告・決算報告・会計監査報告の承認、その他重要事項の審議を行う。 

 (2) 臨時総会 

  臨時総会は役員会が必要と認めた場合、または代議員の３分の１以上の要求があった時には

開催することができる。 

第１８条 総会は代議員の過半数の出席（委任状を含む）によって成立し、議決は別に定める事

項を除き出席者の過半数によって行う。 

第１９条 代議員は所属単位ＰＴＡの役員その他を代理人として、総会における議決権を委任す

ることができる。 

 

第１２章 役 員 会 

第２０条 役員会は本会の執行機関として、次の任務を行う。 

 (1) 総会で決定された事項を執行し、緊急事項はその都度審議、処理する。 

 (2) 各協議会から提起された議題について審議あるいは協議する。 

 (3) 各協議会において企画立案された活動計画・予算案、並びに活動報告・決算報告などを検

討し、総会に提出する。 

第２１条 役員会は原則として毎月１回開催し、会長が招集する。ただし、会長が必要と認めた

場合あるいは構成員の３分の１以上の要求があった時は、臨時役員会を開催することができ

る。 

 

第１３章 協 議 会 

第２２条 本会は次の協議会を設置する。 

 〇小・中・義務教育学校ＰＴＡ協議会 

  ただし、活動を円滑に推進するために、小・中・義務教育学校を６ブロック（北東部・北中

部・北西部・東部・西部・南部）に分割して協議会活動を行うものとする。 

第２３条 協議会は第５条の活動を推進する中で、次の役割を持つ。 

 (1) 本会と単位ＰＴＡの連絡と連携に努め、定例会議を開催して相互の情報交換や諸問題の協

議を行い、活動の充実を図る。 

 (2) 研究会や懇談会等を開催し、その円滑な実行に努める。 

第２４条 協議会の構成は次のとおりとする。 

 (1) 各協議会はそれぞれ所属する単位ＰＴＡの会長またはその代行者をもって構成する。 

 (2) 第２２条の各協議会に会長１名、副会長若干名をおき、ブロック長がその任にあたる。 



第２５条 各協議会は原則として月１回定例会議を開催するものとし、ブロック長がこれを招集

する。 

 

第１４章 委 員 会 

第２６条 会長は役員会の承認を得て、委員会を設置することができる。 

第２７条 委員会は委員会担当副会長が招集し、随時開催する。 

 

第１５章 会  計 

第２８条 本会の経費は、会費、補助金、その他の収入をもってまかなう。ただし、必要に応じ

て臨時会費を徴収することができる。 

第２９条 会費は１単位ＰＴＡあたり児童・生徒１名につき年額４０円とする。 

第３０条 会費は、毎年７月２０日までに納入するものとする。 

第３１条 本会の会計年度は、毎年５月１日に始まり、翌年４月末日に終わる。 

 

第１６章 会計監査 

第３２条 本会の会計を監査するため、会計監査委員２名をおき、その選任は第１４条にしたが

う。 

第３３条 会計監査委員はその年度の会計を随時監査し、その結果を総会において報告する。 

 

第１７章 会則の改正 

第３４条 本会の会則は、総会において出席者の３分の２以上の同意を得て改正することができ

る。 

 

第１８章 そ の 他 

第３５条 本会則に規定のない事項については、役員会においてこれを定める。 

 

附 則 

昭和３１年１１月１０日制定、昭和４７年１２月１６日改正、昭和４９年１２月１４日改正 

昭和５１年 ３月２７日改正、昭和５２年 ２月２６日改正、昭和５５年 ５月２７日改正 

昭和６２年 ６月 ８日改正、昭和６３年 ３月２６日改正、平成 元年 ３月２５日改正 

平成 元年 ６月 ９日改正、平成 ４年 １月 ８日改正、平成 ４年 ３月２１日改正 

平成 ５年 １月 ８日改正、平成 ５年 ４月 ３日改正、平成１２年 ３月２５日改正 

平成１５年 ６月２１日改正、平成１８年 ３月２５日改正、平成２３年 ６月１１日改正 

平成２７年 ３月２１日改正、平成２９年 ６月１０日改正、平成３０年 ３月１７日改正 

平成３１年 ４月 １日改正、令和 ５年 ４月 １日改正、令和 ６年 ５月 １日改正 

令和 ６年 ６月２２日改正  


